
業務棚卸評価シート 1/5

23年度 24年度 25年度 20,235 20,235 22,102 22,102

1 総
ゆかりのまち交
流事業

ゆかりのまち岡崎市との
交流を図る。

市民
各種団
体等

定
例
定
型

交流事業実
施回数

２回 ２回 ２回 363 ２回
目標とした回数の事
業を行い、成果が出
ている。

Ａ 487

業
務
計
画

未 高 高 中 拡大 なし
増
や
す

1
ゆかりのまち交
流事業

市民バスツ
アー等の実施

実施時期
平成２３
年４月及
び８月

平成２３
年４月及
び８月

363
市民バスツ
アー等の実施

実施時期
平成２４
年４月及
び８月

487

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

更
可

無 なし
維
持

1
ゆかりのまち交
流事業

ゆかりのまち
岡崎市提携３
０周年記念事
業の推進体制
の整備

実施時期

平成２４
年６月か
ら平成２
５年３月

業
務
計
画

済
必
要

可 可
増
や
す

2 総
男女共同参画推
進プランの進行
管理

プランを行政に浸透さ
せ、計画的な進行管理を
図る。

市役所
各課

定
例
定
型

審議会等委
員の女性の
割合

３０％ ３０％ ３０％ 392 26.30%
目標値の８８％を達
成し、事業の成果が
出ている。

Ａ 420 未 高 高 中
現状維

持
なし

維
持

2

男女共同参画推
進プランの進行
管理

ちがさき男女
共同参画推進
プラン協議会
の開催

開催回数（年
間）

６回 ６回 392

ちがさき男女
共同参画推進
プラン協議会
の開催

開催回数（年
間）

６回 420
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

2

男女共同参画推
進プランの進行
管理

茅ヶ崎市男女
共同参画推進
会議の開催

開催回数（年
間）

２回 4回
茅ヶ崎市男女
共同参画推進
会議の開催

開催回数（年
間）

２回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

2

男女共同参画推
進プランの進行
管理

年次報告書作
成

年次報告書作
成期限（評価
指標含む）

平成２３
年９月

平成２３
年９月

年次報告書作
成

年次報告書作
成期限

平成２４
年７月

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

2

男女共同参画推
進プランの進行
管理

ちがさき男女
共同参画推進
プランの評価

プランの進捗
状況の評価公
表時期

平成２４
年３月

平成２４
年３月

ちがさき男女
共同参画推進
プランの評価

プランの進捗
状況の評価公
表時期

平成２５
年３月

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

3 総
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

講座の実施や情報誌を発
行することにより、男女
平等参画意識の啓発を図
る。

市民

定
例
定
型

事業参加者
数

５００人 ５００人 ５００人 1,748 454人
目標の９割の参加が
あり、事業の成果が
でている。

Ａ 1,871 未 高 高 高
現状維

持
なし

維
持

3

男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

男女共同参画
推進に関する
事業の実施

事業数 １４事業
主催事業
１０事業

528

男女共同参画
推進に関する
事業の実施及
びセンターで
の取り組みの
周知

事業数 １０事業 646
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

3

男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

啓発事業等の
業務補助

従事日数 ２４４日 ２４４日 1,220
啓発事業等の
業務補助

従事日数 ２４４日 1,225
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

3

男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

新たな分野
（防災）の取
り組みに関す
る意識啓発

情報紙等によ
る情報提供
（開館日数）

３０８日 ３０８日

新たな分野
（防災）の取
り組みに関す
る意識啓発

情報紙等によ
る情報提供
（開館日数）

３０６日
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

3

男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

講座託児ス
タッフ登録

託児スタッフ
研修実施回数

２回 １回
講座託児の実
施

託児共催事業
数

２０回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

4 総
女性問題の研究
調査及び啓発

男女共同参画意識の現状
把握や女性問題の資料を
収集し、情報を市民に提
供する。

市民

定
型
定
例

図書貸出冊
数

１５０冊 １５０冊 １５０冊 1,313 ６４冊

図書貸出冊数は、目標の
４割に留まり少ない状況
だったが、平成２３年度
は独自の調査を２事業実
施し研究調査に努めた。

Ｃ 198

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
なし

維
持

4
女性問題の研究
調査及び啓発

男女共同参画
の推進に関す
る情報の発信

情報紙発行回
数（年間）

２回 １回 8
男女共同参画
の推進に関す
る情報の発信

情報紙発行回
数（年間）

２回 30

業
務
計
画

維
持

4
女性問題の研究
調査及び啓発

女性問題資料
収集提供

図書等収集冊
数（年間）

４０冊 ２３冊 60
女性問題資料
収集提供

図書等収集冊
数（年間）

４０冊 60

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

4
女性問題の研究
調査及び啓発

男女共同参画
推進情報発信

女性センター
事業概要発行
回数（年間）

１回 １回
男女共同参画
推進情報発信

女性センター
事業概要発行
回数（年間）

１回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

男女共同参画課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

必要性予算内訳（千円）

改善の内容活動

業務
計画

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

事業の改善提案

互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動量・サービス量
②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

活動
③
成
果

実績値

男女共同参画課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

基礎情報

施策目標

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値
改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

事後評価

事業の指
標の達成

状況

活動指標の名称
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23年度 24年度 25年度 20,235 20,235 22,102 22,102

男女共同参画課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

必要性予算内訳（千円）

改善の内容活動

業務
計画

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

事業の改善提案

互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動量・サービス量
②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

活動
③
成
果

実績値

男女共同参画課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

基礎情報

施策目標

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値
改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

事後評価

事業の指
標の達成

状況

活動指標の名称

4
女性問題の研究
調査及び啓発

はがきによる
市民意識アン
ケート調査の
実施

調査結果の報
告書作成期限

平成２４
年３月

平成２４
年３月

105

はがきによる
市民意識アン
ケート調査の
実施

調査結果の報
告書作成期限

平成２５
年３月

108

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

701
女性問題の研究
調査及び啓発

手紙によるア
ンケート調査
の実施

調査結果報告
書作成期限

平成２４
年１月

平成２４
年２月

1,140

5 総 相談事業

女性が抱える様々な問題
解決の一助として女性の
ための相談室を運営し、
そこに現れた問題点を施
策に反映させる。

主に女
性の相
談者

定
例
定
型

相談室開設
日数（休
日・年末年
始を除く）

週５日 週５日 週５日 5,236 週５日

目標どおり、「女性
のための相談室」を
開設し、研修会等も
行い事業の成果が出
ている。

Ａ 5,974 未 高 高 高
現状維

持
なし

維
持

5 相談事業
女性のための
相談室の運営

女性のための
相談室開設日
数（年間）

２４３日 ２４３日 531
女性のための
相談室の運営

女性のための
相談室開設日
数（年間）

２４４日 721
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

5 相談事業 相談員研修
相談員研修の
実施及び研修
会への出席

５回 ５回 5 相談員研修
相談員研修の
実施及び研修
会への出席

３回 33
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

5 相談事業 相談員 相談員の任用 ３人 ３人 4,670 相談員 相談員の任用 ３人 5,040
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

5 相談事業
相談事業に関
する啓発事業

事業数 1事業 1事業 30
相談事業に関
する啓発事業

事業数 1事業 50
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

5 相談事業

配偶者からの
暴力の被害者
の保護に関す
る支援事業

利用回数 ４件 ０件 0

配偶者からの
暴力の被害者
の保護に関す
る支援事業

利用回数 ２件 130
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

5 相談事業
ＤＶ被害者支
援に向けた対
策会議の開催

庁内ＤＶ対応
研修会(年
間）

２回 ３回
ＤＶ被害者支
援に向けた対
策会議の開催

庁内ＤＶ対応
研修会(年
間）

１回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

6 総
女性センター管
理運営

男女共同参画のまちづく
りの拠点として女性セン
ターを管理運営する。

女性セ
ンター
利用者

定
例
定
型

女性セン
ター開館日
数（年末年
始を除く）

週６日 週６日 週６日 7,523 週６日

目標どおり年間を通
じて安全な開館に努
め、事業の成果が出
ている。

Ａ 8,109 未 高 高 高
現状維

持
なし

維
持

6
女性センター管
理運営

施設の維持及
び修繕事務

開館日（年
間）

３０８日 ３０８日 2,442
施設の維持及
び修繕事務

開館日（年
間）

３０６日 2,948
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

6
女性センター管
理運営

清掃業務
清掃日数（年
間）

３０８日 ３０８日 1,220 清掃業務
清掃日数（年
間）

３０６日 1,315
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

6
女性センター管
理運営

開閉館及び窓
口業務

開館日（年
間）

３０８日 ３０８日 3,861
開閉館及び窓
口業務

開館日（年
間）

３０６日 3,846
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

6
女性センター管
理運営

消防法に関す
る事務

避難訓練実施
回数（年間）

２回 ２回
消防法に関す
る事務

避難訓練実施
回数（年間）

２回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

6
女性センター管
理運営

男女共同参画
施策の体制整
備に向けた課
内検討会議の
開催

開催回数 １回 ６回

男女共同参画
施策の体制整
備に向けた課
内検討会議の
開催

開催回数 １回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

7 総
女性センター登
録団体申請受付
及び支援

男女平等参画社会実現の
ため、男女平等参画に取
り組む団体等を支援す
る。

市内の
男女平
等参画
に取り
組む団
体等

定
例
定
型

登録団体数 ５団体 ６団体 ７団体 ６団体
目標どおり、１団体
が新たに登録し成果
が出ている。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

予
算
な
し

7

女性センター登
録団体申請受付
及び支援

女性センター
登録団体申請
受付及び支援

登録団体数 ５団体 ６団体
女性センター
登録団体申請
受付及び支援

登録団体数 ６団体
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

8 総
国際交流関係事
業

国際交流に関する情報提
供や外国籍市民に対する
情報提供を充実し、多文
化共生できる社会づくり
を目指す。

市内外
国籍住

民

定
例
定
型

共催事業数 ６事業 ６事業 ６事業 100 ６事業
目標とした回数の事
業を行い、成果が出
ている。

Ａ 141

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
なし

維
持
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23年度 24年度 25年度 20,235 20,235 22,102 22,102

男女共同参画課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

必要性予算内訳（千円）

改善の内容活動

業務
計画

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

事業の改善提案

互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動量・サービス量
②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

活動
③
成
果

実績値

男女共同参画課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

基礎情報

施策目標

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値
改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

事後評価

事業の指
標の達成

状況

活動指標の名称

8
国際交流関係事
業

国際交流協会
との共催事業
の開催等

共催事業数 年６事業 年６事業 100
国際交流協会
との共催事業
の開催等

共催事業数 年６事業 141

業
務
計
画

不
可

必
要

済 済 無 なし
維
持

8
国際交流関係事
業

国際交流・国
際協力ポス
ターコンテス
ト募集及びポ
スター巡回展
の開催（隔

開催期間
平成24
年1月

平成24
年1月

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

8
国際交流関係事
業

ゴールドコー
スト友好海岸
交流連絡協議
会に係る会議
等への出席及
び協力

出席回数 年１回 年１回

ゴールドコー
スト友好海岸
交流連絡協議
会に係る会議
等への出席及
び協力

出席回数 年１回

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

9 総 外国人相談事業

言葉の壁や生活習慣の違
いに関係なく地域での円
滑な生活が送れるよう、
市政に関する相談員を配
置して生活相談や各種の
情報提供を行う。

市内外
国籍住

民

定
例
定
型

相談受付
件数

年１０回 年１０回 年１０回 13 年０回
事業の指標は達成で
きなかったが、成果
は今後見込める。

Ｃ 1,212

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
なし

維
持

702 外国人相談事業
外国人相談窓
口業務の実施
（申込制）

相談受付
件数

年１０回 年０回 0

9 外国人相談事業

庁内通訳登録
システムを実
施し、又外国
人のニーズを
把握する

実施時期
平成２４
年１月～

平成２４
年３月～

（仮称）庁内
通訳登録制度
を試行する

実施時期
平成２４
年４月～

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

9 外国人相談事業
医療通訳派遣
システム事業

派遣件数 年７件 年２件 13
医療通訳派遣
システム事業

派遣件数 年７件 11

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

9 外国人相談事業
茅ヶ崎市外国
語版便利帳の
改訂版作成

作成言語

作成せず
（３年に
１回の改
訂のた
め）

作成せず
（３年に
１回の改
訂のた
め）

茅ヶ崎市外国
語版便利帳の
改訂版作成

作成言語 ５カ国語 1,201

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし
維
持

9 外国人相談事業
かながわ自治
体の国際政策
研究会

出席回数 年５回 年４回
かながわ自治
体の国際政策
研究会

出席回数 年５回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

10 総

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

平和の大切さを学んでも
らうため、次代を担う児
童・生徒を対象に募集
し、その作品をもって広
く市民に平和の尊さを啓
発する。

市内小
６・中
２の児
童・生

徒

定
例
定
型

作品応募学
校数

３４校 ３４校 ３４校 25 ２４校
事業の指標は達成で
きなかったが、成果
は今後見込める。

Ｃ 28 未 高 高 高
現状維

持
なし

維
持

10

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

市内小・中学
校への応募依
頼

応募学校数 年３４校 ２４校
市内小・中学
校への応募依
頼

応募学校数 年３４校
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

10

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

平和ポス
ター・作文の
審査会の開催

開催時期
平成２３
年７月

平成２３
年７月

平和ポス
ター・作文の
審査会の開催

開催時期
平成２４
年７月

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

10

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

入賞者の表彰
式の開催

開催時期
平成２３
年８月

平成２３
年８月

25
入賞者の表彰
式の開催

開催時期
平成２４
年８月

28
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

10

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

入賞作品集の
作成

作成部数
年３００
部

年３００
部

入賞作品集の
作成

作成部数
年３００
部

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

11 総
ピーストレイン
平和大使広島派
遣事業

次世代に戦争の悲惨さ、
平和の尊さなどを肌で感
じ、学びとってもらうた
め、広島の平和式典に
小・中学生を派遣する。

「平和
につい
て」コ
ンテス
ト入賞

者

定
例
定
型

平和大使
派遣者数

２４人 ２４人 ２４人 1,161
年１６
人

適切に事務を行い、
指標を達成し成果が
あがった。

Ａ 1,184 未 高 高 高
現状維

持
なし

維
持

11

ピーストレイン
平和大使広島派
遣事業

平和大使の交
流会、学習
会、派遣先と
の調整事務等

交流会、学習
会等の実施回
数

年４回 年４回

平和大使の交
流会、学習
会、派遣先と
の調整事務等

交流会、学習
会等の実施回
数

年４回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし

予
算
な
し

11

ピーストレイン
平和大使広島派
遣事業

広島派遣への
交通手段及び
宿泊、食事、
施設見学等の
手配

平和大使
派遣者数

年１６人 年１６人 1,161

広島派遣への
交通手段及び
宿泊、食事、
施設見学等の
手配

平和大使
派遣者数

年１６人 1,184
不
可

必
要

済 済 無 なし
維
持
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23年度 24年度 25年度 20,235 20,235 22,102 22,102

男女共同参画課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

必要性予算内訳（千円）

改善の内容活動

業務
計画

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

事業の改善提案

互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動量・サービス量
②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

活動
③
成
果

実績値

男女共同参画課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

基礎情報

施策目標

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値
改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

事後評価

事業の指
標の達成

状況

活動指標の名称

12 総 平和啓発事業
戦争の悲惨さ、平和の尊
さを一人でも多くの市民
に伝える。

市民

定
例
定
型

平和に関す
る展示会等
イベントの
開催数

４回 ４回 ４回 1,518 年11回
適切に事務を行い、
指標を達成し成果が
あがった。

Ａ 1,551

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
なし

維
持

12 平和啓発事業
平和のつどい
の開催

開催時期
平成２３
年８月１
５日

平成２３
年８月１
５日

5
平和のつどい
の開催

開催時期
平成２４
年８月１
５日

46

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし
維
持

12 平和啓発事業

平和に関する
展示会等の開
催
（委託）

開催回数 年４回 年１１回 1,513

平和に関する
展示会等の開
催
（委託）

開催回数 年４回 1,505

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし
維
持

12 平和啓発事業

「平和都市宣
言」「茅ヶ崎
市核兵器廃絶
平和都市宣
言」横断幕・
懸垂幕の掲出

横断幕・懸垂
幕の掲出期間

年３０日
間

年３０日
間

「平和都市宣
言」「茅ヶ崎
市核兵器廃絶
平和都市宣
言」横断幕・
懸垂幕の掲出

横断幕・懸垂
幕の掲出期間

年３０日
間

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

12 平和啓発事業
平和行進団体
への対応

受入団体数 年６団体 年６団体
平和行進団体
への対応

受入団体数 年６団体

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

13 総
人権同和対策に
関すること。

神奈川県対応の３同和団
体①神奈川県部落解放同
盟神奈川連合会②地域人
権運動連合会③全日本同
和会神奈川連合会及び人
権団体である神奈川人権
センター・横浜人権セン
ターへ総会・研修会等へ
の出席を行い、団体活動
の理解を深め、同時に人
権尊重の推進を図る。

人権団
体及び
同和団

体

定
例
定
型

市主催事業
における参
加人数

３００人 ３００人 ３００人 762 ２１４人
事業の指標は達成で
きなかったが、成果
は今後見込める。

Ｃ 927 未 中 中 中
現状維

持
なし

維
持

13
人権同和対策に
関すること。

人権・同和団
体総会及び研
修会への出席

出席回数 年１０回 年２２回 226
人権・同和団
体総会及び研
修会への出席

出席回数 年１０回 344
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

13
人権同和対策に
関すること。

人権団体への
負担金の交付

負担金の交付
時期

５月 ５月 400
人権団体への
負担金の交付

負担金の交付
時期

５月 400
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

13
人権同和対策に
関すること。

人権・同和問
題関係資料の
購入

資料の購入が
適切でなかっ
た件数

年０件 年０件 115
人権・同和問
題関係資料の
購入

資料の購入が
適切でなかっ
た件数

年０件 124
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

13
人権同和対策に
関すること。

「人権を考え
る市民の集
い」の市主催
事業の開催

参加人数 ３００人 ２１４人 21

「人権を考え
る市民の集
い」の市主催
事業の開催

参加人数 ３００人 59
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

14 総
地域における男
女共同参画の推
進

地域における男女共同参
画の推進に向け、公民館
等地域施設での男女共同
参画啓発事業を実施す
る。

市民
政
策

啓発講座等
開催数

２事業 ２事業 ２事業 ０事業

指標を達成出来な
かったが、平成２４
年４月以降の調整が
出来、成果が今後見
込める状況。

Ｃ
業
務
計
画

未 中 中 中
現状維

持
なし

予
算
な
し

14

地域における男
女共同参画の推
進

地域施設での
啓発事業の実
施

事業数 ２事業 ０事業
地域施設での
啓発事業の実
施

事業数 ２事業

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

15 総
２市１町人権・
男女共同参画連
携会議

茅ヶ崎市、藤沢市、寒川
町が人権関連施策、男女
共同参画関連施策、ＤＶ
防止に係る関連施策など
共通認識を持って市域を
超えて協議、情報交換

２市１
町の住

民

定
型
定
例

実施事業数 ３事業 ３事業 ３事業 ７事業
連携協力して事業を
行い、指標を達成し
成果があがった。

Ａ
業
務
計
画

未 中 中 中
現状維

持
なし

予
算
な
し

15

２市１町人権・
男女共同参画連
携会議

２市１町連携
の啓発事業の
開催

実施事業数 ３事業 ７事業
２市１町連携
の啓発事業の
開催

実施事業数 ３事業
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

888 総
災害応急対策活
動

本市域に、地震動・津波
等伴う諸現象による同時
多発的災害が発生した場
合に、被害を軽減し、応
急対策活動を課として迅
速的確に対処する。

全市民
等

定
型
定
例

81 未 高 高 高
現状維

持
なし

予
算
な
し

888
災害応急対策活
動

部の災害応急
対策活動マ
ニュアルおけ
る課（班）の
活動内容の検
証及び見直し

マニュアルの
検証及び見直
し

４月
６月

４月
６月

部の災害応急
対策活動マ
ニュアルおけ
る課（班）の
活動内容の検
証及び見直し

マニュアルの
検証及び見直
し

４月
６月

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し
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23年度 24年度 25年度 20,235 20,235 22,102 22,102

男女共同参画課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

必要性予算内訳（千円）

改善の内容活動

業務
計画

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

事業の改善提案

互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動量・サービス量
②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

活動
③
成
果

実績値

男女共同参画課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

基礎情報

施策目標

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値
改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

事後評価

事業の指
標の達成

状況

活動指標の名称

888
災害応急対策活
動

女性に対する
災害相談　　　
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　（災
害等発生時）

災害時女性相
談の実施

随時 なし

女性に対する
災害相談 　　

　　　　　　
　　　　　　

　　　　（災
害等発生時）

災害時女性相
談の実施

随時

888
災害応急対策活
動

課が所管する
施設の被害状
況調査及び応
急対策　　　　
　　　　　　　

女性センター
の被害状況調
査及び応急対
策の実施

随時 １回

課が所管する
施設の被害状
況調査及び応
急対策 　　　

　　　　　　

女性センター
の被害状況調
査及び応急対
策の実施

随時

888
災害応急対策活
動

関係機関との
連絡調整　　　
　　　　　　　
　（災害等発
生時）

関係機関と連
絡調整し、女
性センターを
応急施設とし
て開設

随時 なし

関係機関との
連絡調整 　　

　　　　　　
　　　　　　

　　　　　　
（災害等発生

関係機関と連
絡調整し、女
性センターを
応急施設とし
て開設

随時

888
災害応急対策活
動

外国人に対す
る災害情報の
伝達（災害等
発生時）

通訳者の確保 随時 なし

外国人に対す
る災害情報の
伝達（災害等
発生時）

通訳者の確保 随時

888
災害応急対策活
動

課が所管する
施設災害対策

非常用備品の
購入

３月 ３月 81

888 総 庁内共通業務

定
型
定
例


